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序　　文

　本報告書は、2004 年度に行なわれた日本陸上競技連盟科学委員会の活動の

一部をまとめたものである。しかし、今年度から報告書は大きく変化した。す

なわち、これまで 20 年以上の歴史を積み重ねてきた「陸上競技紀要」と発展

的合併を行い、名称が「陸上競技研究紀要」となり、前編は研究論文を主体に、

後編は従来の科学委員会報告書という形をとることになった。

　本委員会の今年度の活動は、バイオメカニクス研究サボートを中心に行なわ

れたが、インターハイ入賞者を対象にしたサプリメント摂取、障害状況、栄養

摂取の 3つの実態調査を行なった。この調査は今回が初めてで、選手や指導者

に対する周知徹底が不十分なこともあり、回収率は低かった。しかし、今後の

ジュニア選手指導には貴重な資料となるので、今年度の状況を検討して少なく

とも 5年間継続する予定である。また、国立スポーツ科学センターをはじめと

する国内外での合宿への帯同によるサポート活動も昨年以上に活発に行なわれ

た。このことは、本委員会の成果がコーチングの現場で利用され始めているこ

とを示すものと思われる。

　一方、体力データの標準値の作成に関しては蓄積されたデータの集計方法の

検討のみしか行なえなかった。来年度には具体的なデータ提示を行ないたいと

考えている。

　最後になったが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関係各位に

深く感謝申し上げる次第です。

科学委員会委員長

　　阿江通良

　　　　　　2005 年 3 月
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